
海洋教育 年間指導計画（第１学年） 

時 ねらい 主な学習活動 指導援助 

① 

山
や
川
に
住
む
生
き
物
に
つ
い
て 

FP 合宿で

行く合渡山や

周りの川には

どのような生

き物がいるか

調べることを

通して，オリ

エンテーリン

グで探す生き

物を明らかに

することがで

きる。 

・FP 合宿で行うオリエンテーリングについて

説明をする。 

 

 

 

 

 

 

・多くの生き物がいることが分かったので，FP

合宿で多くの生き物を実際に見てみたい。 

 

 

 

・合渡山について説

明し，生き物につ

いてパソコンを用

いて調べさせる。 

 

② 

③
山
と
川
の
つ
な
が
り 

オリエンテ

ーリングで合

渡山の自然に

触れたり，周

りに流れてい

る川を見たり

することを通

して，山と川

のつながりを

考えることが

できる。 

・調べたことを基に，山と川のつながりに焦点

をあてるように話をする。 

 

 

・ポイントで教員が山や川についてのクイズ

を出す。 

 

 

 

 

・山と川のつながりについて，もっと深く知り

たいという思いをもつ。 

・山や川の植物や生

き物について写真

を用いて説明をす

る。 

 

④
長
良
川
に
つ
い
て
知
ろ
う 

長良川の生

き物や特徴に

ついての説明

を通して，長

良川について

の知識を深め

ることができ

る。 

・みんなが知っている長良川について聞く。 

・みんながまだ知らない長良川について知ろ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

・実際どれくらいきれいなのだろう。 

・長良川について質

問したいことを考

える。 

山と川のつながりについて考えよう。 

 長良川の特徴や住んでいる生き物につ

いて知ろう。 

評価規準： 

【学習への主体的，

創造的な態度】 

山と川のつながり

について興味を高め

ることができる。 

評価規準： 

【学び方，ものの考

え方】 

長良川の特徴や

長良川に住んでい

る生き物について

知ることができる。 

・山や川には多くの生き物がいた。 

・山に流れている水が川につながってい

ることが分かった。 

・長良川は中流で，きれいな川である。 

・長良川には在来種や外来種など多くの貴

重な生き物が住んでいる。 

 

合渡山やその周りの川に住む生き物に

ついて調べよう。 

・山や川には様々な種類の生き物がいる

ことが分かった。 

 

評価規準： 

【学び方・ものの考

え方】 

合渡山や周辺の川

にはどんな生き物が

住んでいるか理解す

ることができる。 



⑤
⑥
長
良
川
の
調
査
を
し
よ
う 

長良川での

調査や多様な

体験活動を通

して，長良川

の環境につい

て深く理解す

ることができ

る。 

・感覚による自然環境調査，パックテストのや

り方を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

・長良川を掃除して，多くのゴミがあることが

分かった。 

・なぜ長良川はきれいなのだろう。 

・班で話し合わせて

結論を出させ，自分

本位な考えにさせ

ないようにする。 

⑦
海
洋
プ
ラ
ス
チ

ク 

海洋プラス

チックについ

ての説明を聞

くことを通し

て，長良川と

関わらせて考

えを深めるこ

とができる。 

・長良川の調査に行ったときに拾ったゴミを

見せ，どんなものが捨てられていたかを思

い出させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・海洋プラスチックを無くすために，自分たち

には何ができるのだろう。 

・前時で拾ったゴミ

を見せて，本時とつ

なげられるように

する。 

 

⑧
川
を
汚
し
た
の
は
誰
？ 

自分たちの

生活が川を汚

している原因

になっている

ことを体感す

ることを通し

て，きれいな

川を維持する

ための方策を

考えることが

できる。 

・川にあるゴミにはどんなものがあっただろ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

・川を汚さないようにするためには，具体的に

どんなことをしていくといいだろう。 

 

 

・体験の中で全員が

ゴミを入れること

ができるようにす

る。 

 長良川の環境について調べよう。 

評価規準： 

【学び方，ものの考

え方】 

 調査や体験活動 

を通して，川や海と 

の共生について考 

えることができる。 

 

・自然環境調査やパックテストを通して，

長良川はきれいなことが体感できた。 

・実際に川の中を見ることで，多くの魚が

いることが分かった。 

海洋プラスチックと長良川の関係につ

いて考えよう。 

 きれいな川を維持するにはどうすれば

よいだろう。 

評価規準： 

【学び方，ものの考

え方】 

海洋プラスチック

と長良川の関りにつ

いて考えることがで

きる。 

評価規準： 

【課題設定能力】 

川が汚れるのは自

分たちが捨てている

ゴミが原因であるこ

とを理解し，自分た

ちにできることを考

えることができる。 

・長良川にもプラスチックが落ちてい

た。自分たちも考えていかなければい

けない。 

・普段何気なく捨てているゴミがこんなに

も川を汚すことにつながっているとは。

普段の生活から改善していきたい。 



⑨
⑩
み
ん
な
の
コ
ン
ボ
池 

水生生物生

息地を守りな

がら街づくり

を行う活動を

通して，環境

はお互いに影

響し合ってい

ることを理解

することがで

きる。 

・前時で自分たちの生活により川が汚れてい

るという考えに至ったことを思い出させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全ての人や街がつながっていて，たった一人

の身勝手な行動で，川や海が汚れていく。 

・一人一役持たせ，班

で考えさせること

で，話し合いが深ま

るようにする。 

 

⑪
⑫
⑬
⑭
発
表
準
備 

学んだこと

を基に，班で

調べ学習や発

表準備を進め

ることを通し

て，きれいな

長良川を守る

ために自分た

ちができるこ

とを明らかに

することがで

きる。 

・班でさらに深めて調べていくテーマを決め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長良川だけでなく，他の川のことも調べてみ

よう。 

・班の中で役割分担

をさせ，全員が深く

追究できるように

する。 

 

 人と自然の共生を考えて，よりよい街を

つくろう。 

・どれだけ多くの人が環境に気を付けて生

活していても，一人がゴミを出して川を

汚してしまうと，川全体や海が汚れるこ

とにつながっていくことが分かった。 

評価規準： 

【学び方，ものの考え

方】 

環境は全ての人で

守っていかなくては

ならないことを理解

することができる。 

 自分たちの決めたテーマについて調べ，

まとめよう。 

・長良川は他の川に比べればきれいだけれ

ど，気を抜くとすぐに汚れてしまう。生

活排水で油を捨てないようにしたり，ビ

ニールをあまり使わないようにしたりす

ることが大切だ。 

評価規準： 

【問題解決能力】 

テーマについて本

やパソコンを用いて

調べたりまとめたり

して考えをもつこと

ができる。 



⑮
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
よ
う 

自分たちが

調べたりまと

めたりしたこ

とをポスター

セッションで

発表したり，仲

間の発表を聞

いたりするこ

とを通して，長

良川との関わ

り方について

理解を深める

ことができる。 

・仲間の発表について質問したり，感想を述べ

たりできるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これから長良川を守るために，自分ができる

ことをやっていこう。 

 

・メモをする用紙を

配布し，要点をまと

められるようにす

る。 

 

 仲間の発表を聞いて，これからどのよう

に長良川と関わっていけばよいか考えよ

う。 評価規準： 

【自己の生き方】 

仲間の発表を聞い

て，自分がこれから

長良川とどう関わっ

ていけばよいか，考

えをもつことができ

る。 

 

・仲間の発表を聞いて，長良川がいかにき

れいか分かったし，もっと身近にある長

良川を大切にしていかなければいけない

と思った。 



海洋教育 年間指導計画（第２学年） 

時 ねらい 主な学習活動 指導援助 

①  

琵

琶

湖

と

長

良

川 

琵琶湖研修

で訪れた琵琶

湖と地元の長

良 川 に つ い

て，自然や環

境という側面

から共通点を

探ることを通

して，地元の

自然資源につ

いて知ること

ができる。 

・研修で学んだ琵琶湖の自然資源や抱える環境問

題を振り返ることと，琵琶湖と地元の長良川と

の比較を行う。 

 

 

 

 

 

 

・実際に長良川の水質を調査することで，長良川

の河川環境を調べたいという思いをもつ。 

・たくさんの生き物が

棲んでいるという

ことだけではなく，

それを保全してい

ることに目を向け

させる。 

② 

③ 

④ 

長

良

川

の

河

川

環

境 

 カワゲラウ

ォ ッ チ ン グ

で，水生昆虫

を調べること

を通して，長

良川の美しさ

に気付き，そ

の要因につい

て追究しよう

とする意欲を

もつ。 

・長良橋付近の水生昆虫を捕まえ，水質指標と照

らし合わせて河川の環境について調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

・長良川の上流から中流に流れるきれいな水につ

いての秘密を探るために，上流域に住む人から

話を聞こうとする思いをもつ。 

・長良川の美しさは，

中流域に住む人の

みならず上流域の

人々の生活に秘密

があると目を向け

させる。 

 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

長

良

川

の

上

流

域 

 上流域の人

から川を美し

くする取組を

聞くことを通

して，上流域

が下流域に住

む人の責任を

負っているこ

とに気付き，

岐阜市の下流

に住む人々に

目を向けるこ

とができる。 

・郡上市あゆパークにて，長良川を美しくするた

めに努力していることについて話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学んだことを生かし，下流域から見て上流域に

あたる私たち岐阜市が，下流域に住む人々のた

めにできることはないだろうか。 

・中流域と上流域の河

川のつながりに目

を向けさせ，同様

に中流域と下流域

のつながりについ

て気付かせる。 

 

 琵琶湖と長良川について，共通点を見つ

けよう。 

カワゲラウォッチングで長良川の河川

環境について調べよう。 

美しい河川にするために，上流域の人々

が取り組まれていることは何だろう。 

評価規準： 

【課題設定能力】 

上流域に住む人の 

取組を自身に置き換

え，他者のためにでき

ることを自ら考える

ことができる。 

評価規準： 

【課題設定能力】 

 地元の河川に目を

向け，環境の側面から

追究課題をもつ。 

評価規準： 

【問題解決能力】 

地元の長良川の美

しさは，上流域に住む

人の尽力であること

に気付き，追究しよう

とすることができる。 

・たくさんの水生生物や魚が棲んでいる 

・環境保全に尽力している人がいる 

・自然と生活を共にする人がたくさんいる 

・カワゲラ類やヒラタカゲロウ類が生息する

ため，長良川は美しい 

・美しさが保たれるのは上流から流れる水が

きれいだからである 

・長良川システムというものがあり，山に植林

をするなど，流域に住む人の全員で環境を守

ることが大切 

・海津市（下流）に住む人から見ると岐阜市が

上流にあたるのではないだろうか 



時 ねらい 主な学習活動 指導援助 

⑨ 

長

良

川

の

中

流

域

と

下

流

域 

 

 上流域に住

む人から学ん

だことから，

岐阜市に住む

私たちが下流

域の人々のた

めにできるこ

とはないかを

考えることが

できる。 

・あゆパークで聞いた話から，長良川流域に住む

人，全員で河川を守ることの大切さを基に，自分

たちにできることはないかを考える。 

 

 

 

 

 

 

・私たちが長良川を美しくすることによって，長

良川最大の資源であり，海と中流とをつなぐ鮎

にどのような影響があるのだろうか。 

・導入において，あゆ

パークで聞いた話

について確認し合

い，学習課題やこれ

からの学習の方向

性を共有し合う。 

⑩ 

鮎

の

生

態 

 長良川の下

流域（河口や

海）と上流域

とをつなぐ鮎

の生態を中心

に据え，鮎を

通した河川の

つながりにつ

いてつかむこ

とができる。  

・書籍やインターネットを用いて鮎の生態や長良

川の生態系について調べる。 

 

 

 

 

 

 

・調べ学習によって鮎のことについて知ることは

できたが，地元の鮎について知らないことほと

んどだと分かった。地元の鮎の漁に携わる人か

ら話を聞こうとする思いをもつ。 

・中流域を美しくする

ことは，下流域に住

む人だけではなく，

良質な鮎が育つこ

とにつながり，岐阜

市の幸せにもつな

がることに気付か

せる。 

⑪

⑫ 

⑬ 

鮎

で

つ

な

が

る

長

良

川 

 地元の川漁

師から鮎につ

いて話を聞い

たり，体験活

動を行ったり

することを通

して，鮎を中

心とした中流

域 と 下 流 域

（河口や海）

とのつながり

を理解するこ

とや，これか

・「鮎の生態を追う」というテーマで講師に話をし

ていただき，川の中流域から下流域（河口と海）

のつながりについて理解を深める。 

 

 

 

・鮎の串うちや塩焼き，漁船に乗船するなどの体

験活動を通して，長良川について五感で感じた

り，知ったりする。 

 

 

 

 

 

・校外学習における目

的をあらためて確

認し，学習課題の共

有化を図る。 

・安全面の指導。 

下流域に住む人々のために岐阜市の私

たちができることはないだろうか。 

鮎の一生について調べよう。 

鮎を通して，地元長良川のよさや河川の

つながりについて知ろう。 
評価規準： 

【自己の生き方】 

地元の恵まれた自 

然環境のよさをあら

ためて実感し，自身と

長良川とのよりよい

かかわり方について

考えることができる。 

評価規準： 

【自己の生き方】 

 自分事として捉え， 

他者のために何がで 

きるか自ら考えて行 

動することができる。 

評価規準： 

【学び方，ものの考え
方】 

鮎の生態について 

進んで調べ，まとめる
ことができる。 

・山と川のつながりから，植林活動をする 

・長良川を清掃してみてはどうだろうか 

・鮎は年魚であり，河口から中流域へと遡上する 

・河川が汚れると，エサの苔が育たなくなった

り，川を遡上できなくなったりする 

・地元にこんなにも素晴らしい自然環境がある

ことにあらためて気付くことができた 

・長良川を守るために，考えてみんなで行動す

ることの大切さがあらためて分かった 



らの自身と長

良川とのより

よいかかわり

方について考

え，行動を選

択することが

できる。 

・仔鮎が向かう海や河口とはどんなところなのだ

ろうか。 

⑭ 

長

良

川

の

河

口

と

海 

 鮎の生態を

中心とした河

川がひとつづ

き（中流域と

海）であると

いうことを踏

まえ，仔鮎が

下る海や遡上

し始める河口

とはどういう

場所かを知る

こ と が で き

る。 

・下流域で産卵後，一生を終えた鮎の卵から孵っ

た仔鮎が下る海や遡上する河口とはどのような

ところか書籍やインターネットで調べる。 

 

 

 

・調べたことを交流し，知識を広げる。 

・海のない県で育つ私たちは調べ学習では分から

ないことが多い。３年生の修学旅行で小豆島を

訪れるため，実際に自分の目で確かめたり，現

地の人の話を聞いたりしよう。 

・導入において，一年

間の海洋教育を振

り返り，山と川のつ

ながり，川の上流か

ら下流（海）までの

つながりについて

おさえる。 

 

 

 

 

⑮ 

修

学

旅

行

で

訪

れ

る

小

豆

島 

 修学旅行で

訪れる小豆島

の海やそこで

生きる人々に

ついての調べ

学習を行い，

３年生で学習

する海につい

ての事前学習

を通して意欲

を高めること

ができる。 

・書籍やインターネットを用いて，小豆島の海や

そこで海とかかわりながら生きている人々につ

いて調べる。 

 

 

 

・調べたことを交流し，知識を広げる。 

・海のない岐阜県との文化や生活，地理や歴史，環

境という側面から比較を行いながら調べ学習を

進める。 

・調べてみたいことや知りたいことをまとめ，来

年度の海洋教育とのつながりをもって一年間の

海洋教育の学習を終える。 

・自然という側面だけ

ではなく，地理や歴

史，環境という側面

から調べ学習を行

い，３年生の海洋教

育への方向付けを

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岐阜県にはない河口や海とはどんなと

ころだろうか調べよう。 

評価規準： 

【課題設定能力】 

海や河口について 

知りたいことや疑問

をもつことができる。 

修学旅行で訪れる小豆島の海について

調べよう。 

評価規準： 

【課題設定能力】 

小豆島について知 

りたいことや疑問を

積極的にもつことが

できる。 



海洋教育 年間指導計画①（第３学年）  

時 ねらい 主な学習活動 指導援助 

 

 

 

① 

 

長

良

川

と

海 

 

 

 

長良川周辺

と 海 周 辺 の

人々の生き方

の違いや共通

点について考

察し，年間を

通して，調べ

ていきたいと

いう意欲をも

つことができ

る。 

・長良川周辺の人々と海周辺の人々との生き

方の違いや共通点について着目する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次の時間にまずは，長良川河口で生きる人々 

について調べることを知り，そこで生きる 

人々の思いなどを調べたいという意欲をも 

つことができる。 

・長良川と比較する

という視点で考

察できるように

働きかける。 

 

 

 

 

② 

 

長

良

川

河

口 

 

 

 

長良川周辺

と桑名の海の

人々の生き方

の違いや共通

点について考

察し，現地で

何を調べてく

るかをはっき

りさせること

ができる。 

・次時に長良川河口である桑名の海に行くこ 

とを知る。 

・桑名の海についての資料を読む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・河口で調べてくる 

ことや質問内容 

をよく考える。 

③ 

④ 

⑤ 

長

良

川

河

口 

長良川周辺

と桑名の海の

人々の生き方

の違いや共通

点について現

地で調査する

こ と が で き

る。 

 

・調査活動の流れを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長良川と海周辺の人々との生き方の違い

や共通点について考えよう。 

長良川と桑名の海の人々との生き方の

違いや共通点について考えよう。 

長良川と桑名の海の人々との生き方の

違いや共通点を現地で調査しよう。 

評価規準： 

【問題解決能力】 

 違いや共通点を 

現地の様子や展示 

物，現地の方のお話 

から明らかにする 

ことができる。 

評価規準： 

【学習への主体的，

創造的な態度】 

川から海へ視点

を広げて，生き方の

違いや共通点を探

り，さらに調べてい

こうとする意欲を

もつことができる。 

評価規準： 

【課題設定能力】 

 長良川での学び 

を生かし，どんなこ 

とを調べればよい 

か課題を設定する 

ことができる。 

＜違い＞ 

・暮らし 

・地域復興の仕方 

 

 

＜共通点＞ 

・地形や気候を生

かした産業 

・環境保全 

 

＜桑名の海の事前学習＞ 

・河口堰がある。 

＜現地で明らかにしたいこと＞ 

・長良川の水質 

・どのような暮らしをしているか。 

・そこで生きる人々の思い 

＜現地で明らかにしたこと＞ 

・長良川の水質⇒下流に行くほど濁る。 

・どのような暮らしをしているのか。 

 ⇒しじみ漁をしている。 



   

時 ねらい 主な学習活動 指導援助 

 

⑥ 

 

桑

名

の

海

の

ま

と

め 

長良川周辺

と桑名の海周

辺の人々の生

き方の違いや

共通点につい

て明らかにす

ることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「川を愛する気持ちは変わらない。しかし， 

水質は，河口にいくとかなり低下している。 

中流に生きる私たちができることはないだ 

ろうか。」などと課題意識をもつ。 

・根拠を示して，違 

いや共通点を発 

言できるように 

する。 

 

 

 

 

⑦ 

 

長

良

川

と

小

豆

島 

長良川と小

豆 島 周 辺 の

人々の生き方

の違いや共通

点について，

考察し，現地

で何を調べて

くるかをはっ

きりさせるこ

とができる。 

・オリーブ園の映像や四海漁業の資料などを 

見たり，資料を読んだりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・修学旅行で，小豆島で生きる人の思いや自然 

美しさなどを調べたいという思いをもつ。 

・海洋教育という視 

点で下見を行い， 

提示する資料を 

厳選する。 

 

⑧ 

 

小

豆

島 

の

ま

と

め 

長良川周辺

と小豆島周辺

の人々の生き

方の違いや共

通点について

明らかにする

こ と が で き

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「海はきれいであったが，目に見えるゴミが

たくさんあった。目に見えないゴミもある

のではないか。」と新たな課題を設定する。 

 

評価規準： 

【課題設定能力】 

映像や資料を基

に，修学旅行で何を

見てくるかをはっ

きりすることがで

きる。 

長良川と小豆島の人々との生き方の違

いや共通点について考えよう。 

長良川と桑名の海の人々との生き方の

違いや共通点をまとめよう。 

＜違い＞ 

・暮らし 

・水質 

 

＜共通点＞ 

・地形や気候を生

かした産業 

・郷土愛 

評価規準： 

【学び方，ものの考

え方】 

具体的な資料を

基にして，考えを主

張することができ

る。 

長良川と小豆島の人々との生き方の違

いや共通点をまとめよう。 

＜違い＞ 

・産業の規模 

・暮らし 

・地域復興の仕方 

 

＜共通点＞ 

・地形や気候を生

かした産業 

・郷土愛 

 

評価規準： 

【課題設定能力】 

一つの事象から

ものごとを深く考

え，新たな課題をつ

くり出すことがで

きる。 

＜小豆島の事前学習＞ 

・様々な産業が盛んである。 

＜現地で明らかにしたいこと＞ 

・水質 

・どのような暮らしをしているか。 

 



   

時 ねらい 主な学習活動 指導援助 

 

 

 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

 

長

良

川

調

査

活

動 

 

 

 

海につなが

る長良川周辺

で生きる私た

ちができるこ

と は 何 か 考

え，３つの視

点（水質，生き

物，産業）から

調査活動を行

うことができ

る。 

・海につながる長良川において，必要な調査を 

考え，実行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ただ単に調査をす 

るのではなく，海 

につながる川と 

いう視点で必要 

になる調査を行 

うように促す。 

 

 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

 

長

良

川

と 

海

と

私

達 

河川や海の

尊さを意識し

たよりよい生

活について考

え，小学生や

地域の方など

にその思いを

伝えることが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長良川と共に生きることのすばらしさだけ 

でなく，海につながっている川という視点 

で伝えることで，日本や世界で考えていく 

必要性を訴えることができるようにする。 

 

・海につながってい 

る川という視点 

を強調すること 

で，広い視野で考 

えることの必要 

性が伝わるよう 

にする。 

 

 

 

 

 長良川周辺で共に生きる人々に学んで

きたことを伝えよう。 

評価規準： 

【問題解決能力】 

目的を果たすた

めに，調査方法を考

え，科学的に解決す

ることができる。 

評価規準： 

【自己の生き方】 

 広い視野で生き 

ていくことの価値 

を見いだし，その 

価値を広げること 

ができる。 

 

・長良川の水質の現状とこれから 

 （水質グループ） 

・生き物と環境保全について 

（生き物グループ） 

・長良川を産業として生かすためには 

（産業グループ） 

 長良川周辺で生きる私たちにとって必

要な調査をしよう。 

・海にもつながる川の水質を保つために，

まずは，長良川がどんな水質かを調査し

よう。（水質グループ） 

 

・生き物との共生を考え，環境保全を保つ

ために，プラスチックごみなどについて

調査しよう。（生き物グループ） 

 

・長良川を生かした産業について考え，ど

のように PR していくとよいか現地で調

査しよう。（産業グループ） 

 


